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１．平成30年3月期第２四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年９月30日） 

(1) 連結経営成績［累計］                                          （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する四半期純利益 

 百万円 ％  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年3月期 第２四半期 9,858 △1.5 918 △7.8 651 △0.0 425 △2.9 

29年3月期 第２四半期 10,008 △1.8 996 2.8 651 10.1 437 △24.0 

（注）包括利益 30年３月期第２四半期 415百万円（△6.2％） 29年３月期第２四半期 442百万円（△37.4％） 

 

 １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 
 円  銭 円  銭 

30年3月期 第２四半期 110.59 ― 

29年3月期 第２四半期 113.92 ― 

   （注）当社は平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 
(2) 連結財政状態  

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

30年3月期 第２四半期 55,803 15,509 27.8 4,035.70 

29年3月期 56,331 15,135 26.9 3,938.20 

（参考）自己資本 30年3月期 第２四半期 15,509百万円 29年3月期 15,135百万円 

   （注)当社は平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。 

 

２. 配当の状況 

 年間配当金 

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 
29年 3月期 ―  0. 00 ―  0. 00 0. 00 

30年 3月期 ―  0. 00    

30年 3月期（予想）   ―  0. 00 0. 00 

（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無 

 

３. 平成30年３月期の連結業績予想 （平成29年4月1日～平成30年3月31日）      （％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通期 19,800 △2.0 1,600 △32.2 1,150 △27.0 750 △32.5 19.52 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無 

   平成29年10月１日を効力発生日とし普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしましたが、平成30年３

月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しておりません。詳

細につきましては、「株式併合後の連結業績予想について」をご覧ください。 



※ 注記事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ： 無 

②  ①以外の会計方針の変更   ： 無 

③  会計上の見積りの変更 ： 無 

④  修正再表示 ： 無 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含

む） 
 30年3月期２Q 3,864,000株 29年3月期 3,864,000株 

②  期末自己株式数  30年3月期２Q 20,880株 29年3月期 20,816株 

③  期中平均株式数（四半期累計）  30年3月期２Q 3,843,171株 29年3月期２Q 3,843,390株 

 

   ※平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施したことから、期末発行済株式（自己株式を

含む）、期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）については、前連結会計年度の期首に当該株式併合が

行われたと仮定して算定しております。 

 

※四半期決算短信は、四半期レビューの対象外です。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。 

 

（株式併合後の連結業績予想について） 

・当社は、平成29年６月27日開催の定時株主総会において、単元株式数の変更及び株式併合について承認可決され、

平成29年10月１日を効力発生日として、単元株式数を1,000株から100株に変更し、発行済株式総数を3,864,000株とす

る株式併合を実施しております。なお、当該株式併合が期首に行われたと仮定した場合の1株当たり当期純利益は通

期195円15銭となります。 
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１.当四半期決算に関する定性的情報 
(1） 連結経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策を背景に企業収益や雇用・所得環境の
改善がみられる等、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、東アジア地域における地政学
リスクの高まりによる海外経済の不確実性により、先行きは不透明な状況が続いております。 
こうした事業環境の中、当社グループでは中期経営計画の目標を達成すべく積極的に事業を展開し

た結果、当第２四半期連結累計期間の総売上高は 9,858 百万円（前年同期比 1.5%減）、営業利益は 918
百万円（同 7.8%減）、経常利益は 651 百万円（同 0.0%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 425
百万円（同 2.9%減）となりました。 

   

セグメント別の業績の概況は、次の通りであります。 
 
 
○運輸事業 

一般乗合バス部門では、路線バスの利用促進を幅広く図るため、日帰りバスコース紹介サイト「ぶ
らばす」を開設し、バス利用の積極的なアピールに努めたほか、定時性および利便性向上の取組みを
継続して行いました。この結果、第１四半期に引き続き、佐渡島内および下越地区中山間地は、利用
者減少に歯止めがかからず減収となったものの新潟市域は増収となり、運賃収入全体は前年同期比増
収となりました。 
高速バス部門では、県外高速線は、続行便や運行台数の増加により増収となりましたが、県内高速

線において減便や前年度の路線廃止の影響により、運賃収入は前年同期比減収となりました。 
貸切バス部門では、学校関係の貸切受注の減少等により、運賃収入は前年同期比減収となりました。 
この結果、運輸事業の売上高は 4,671百万円（前年同期比 0.3%増）となりました。 

 
○不動産事業 

  万代シテイの賑わい創出のため、第１四半期に引き続き、週末を中心に様々なイベントを開催し、街
区の魅力向上や来街客の増加に努めました。しかしながら、ｅコマース市場拡大の影響等から、賃料収
入は前年同期比減収となりました。また、駐車場利用台数の減少により駐車場収入も前年同期比減収と
なりました。 

この結果、不動産事業の売上高は 1,487百万円（前年同期比 1.2%減）となりました。 
 
○商品販売事業  

  観光土産品卸売部門においては、「バスセンターのカレー」のレトルト販売や県特産品を活用した新
商品の販売が好調に推移しましたが、直営売店部門において、昨年開催しました催事販売の反動影響に
より前年同期比減収となりました。 

  この結果、商品販売事業の売上高は 1,154百万円（前年同期比 10.0%減）となりました。 
 
○旅館事業 

新潟市内の「万代シルバーホテル」では、直営店の「万代そば」が好調に推移しました。しかしな
がら、一般宴会においては新規顧客獲得に努めたものの、前年同期に実施された宴会収入を補うまで
には至らず、売上高は前年同期比減収となりました。 
また、佐渡市内の「国際佐渡観光ホテル八幡館」では、営業強化およびサービス向上に努めました

が、島内の観光需要減少に歯止めがかからず、売上高は前年同期比減収となりました。 
 この結果、旅館事業の売上高は 1,006百万円（前年同期比 3.5%減）となりました。 

 
○その他事業 

旅行業においては、主力商品である「くれよん」や海外の手配旅行が好調に推移したほか、第１四
半期に引き続き、台湾インバウンドの定期的受入れを受注しましたが、学校関係の取扱が減少したこ
とにより、前年同期比減収となりました。 
広告代理業においては、イベント関連の収入やバス広告等の広告収入が増収となったことと、昨年

新潟県より委託を受けた「にいがた出会いサポートセンター」の収入が寄与したことにより、前年同
期比増収となりました。 
航空代理業においては、国際線の減便の影響等により、前年同期比減収となりました。 
清掃・設備・環境業においては、アルミおよび鉄くずの入札獲得等により、前年同期比増収となり

ました。 
この結果、その他事業全体の売上高は 1,538百万円（前年同期比 1.2%増）となりました。 
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（2） 連結財政状態に関する説明 
    資産、負債及び純資産の状況 

   当第２四半期連結会計期間末の総資産は、減価償却による有形固定資産の減少などにより、前期末
に比べ527百万円減少し、55,803百万円となりました。 

   負債は、有利子負債の圧縮などにより、前期末に比べ902百万円減少し、40,294百万円となりまし
た。 

   また、純資産は、四半期純利益425百万円計上による利益剰余金の増加などにより、前期末に比べ
374百万円増加し、15,509百万円となり、自己資本比率は27.8%となっております。 

 
   

（3） 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、概ね計画通りに推移しております。従って、

本年5月12日公表の連結業績予想に変更はありません。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟交通㈱（9017）　平成30年３月期　第２四半期決算短信

3



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,456,213 2,313,703 

受取手形及び売掛金 1,269,264 1,360,747 

商品及び製品 210,191 228,335 

原材料及び貯蔵品 131,231 250,477 

その他 568,464 515,000 

貸倒引当金 △5,983 △5,976 

流動資産合計 4,629,382 4,662,289 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 10,257,560 9,946,312 

土地 36,862,443 36,862,443 

その他（純額） 3,075,375 2,949,047 

有形固定資産合計 50,195,379 49,757,802 

無形固定資産 260,896 243,730 

投資その他の資産 1,246,156 1,140,176 

固定資産合計 51,702,432 51,141,709 

資産合計 56,331,815 55,803,998 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 855,283 894,186 

短期借入金 3,793,321 5,970,975 

未払法人税等 337,749 251,469 

賞与引当金 149,348 127,001 

その他 3,197,952 3,430,225 

流動負債合計 8,333,655 10,673,858 

固定負債    

社債 6,668,800 6,568,500 

長期借入金 17,776,932 14,844,913 

再評価に係る繰延税金負債 4,015,844 4,015,844 

役員退職慰労引当金 151,523 119,060 

退職給付に係る負債 475,500 463,001 

その他 3,774,347 3,609,149 

固定負債合計 32,862,948 29,620,468 

負債合計 41,196,603 40,294,327 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,220,800 4,220,800 

資本剰余金 2,946,554 2,946,580 

利益剰余金 △329,631 54,623 

自己株式 △35,636 △35,791 

株主資本合計 6,802,087 7,186,212 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △2,910 1,561 

繰延ヘッジ損益 30,549 31,409 

土地再評価差額金 8,215,719 8,215,719 

退職給付に係る調整累計額 89,765 74,767 

その他の包括利益累計額合計 8,333,124 8,323,458 

純資産合計 15,135,211 15,509,671 

負債純資産合計 56,331,815 55,803,998 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 10,008,224 9,858,702 

売上原価 6,870,704 6,807,098 

売上総利益 3,137,520 3,051,603 

販売費及び一般管理費 2,141,227 2,133,239 

営業利益 996,293 918,364 

営業外収益    

受取利息 568 197 

受取配当金 6,466 7,236 

持分法による投資利益 11,362 － 

受取電力料 － 5,517 

その他 9,277 8,343 

営業外収益合計 27,674 21,295 

営業外費用    

支払利息 340,238 216,256 

持分法による投資損失 － 2,025 

その他 32,229 69,929 

営業外費用合計 372,467 288,211 

経常利益 651,500 651,448 

特別利益    

固定資産売却益 6,159 2,749 

補助金収入 4,882 8,054 

その他 1,700 4,553 

特別利益合計 12,741 15,356 

特別損失    

固定資産売却損 656 65 

固定資産除却損 12,473 2,303 

関係会社株式売却損 － 1,308 

移転補償金 37,921 － 

その他 － 0 

特別損失合計 51,050 3,677 

税金等調整前四半期純利益 613,191 663,127 

法人税、住民税及び事業税 166,934 210,424 

法人税等調整額 8,417 27,682 

法人税等合計 175,352 238,106 

四半期純利益 437,839 425,021 

親会社株主に帰属する四半期純利益 437,839 425,021 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円） 

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 437,839 425,021 

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 △2,892 4,472 

退職給付に係る調整額 △14,503 △14,997

繰延ヘッジ損益 22,400 859 

その他の包括利益合計 5,003 △9,665

四半期包括利益 442,843 415,355 

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 442,843 415,355 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前年度の検討において使用した将来の業績予想や、

タックスプランニングを使用しております。 
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    （セグメント情報等） 

     報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年4月１日 至 平成28年9月30日）  

  （単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 
（注）1 

合計 
調整額 
（注）2 

四半期連結 

損益計算書 
計上額 
（注）3 

運輸事業 不動産事業 
商品 

販売事業 
旅館事業 計 

売上高          

  外部顧客への売上高 4,655 1,505 1,283 1,043 8,487 1,520 10,008 － 10,008 

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
74 226 24 12 338 319 658 △658 － 

計 4,729 1,731 1,308 1,056 8,826 1,840 10,666 △658 10,008 

 セグメント利益又は
損失（△） 

△24 733 46 76 831 164 995 0 996 

（注） １．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設

備・環境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 
 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年4月１日 至 平成29年9月30日）  

  （単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 
（注）1 

合計 
調整額 
（注）2 

四半期連結 

損益計算書 
計上額 
（注）3 

運輸事業 不動産事業 
商品 

販売事業 
旅館事業 計 

売上高          

  外部顧客への売上高 4,671 1,487 1,154 1,006 8,319 1,538 9,858 － 9,858 

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
78 222 23 16 340 341 682 △682 － 

計 4,749 1,709 1,178 1,022 8,660 1,880 10,541 △682 9,858 

 セグメント利益又は
損失（△） 

△44 664 53 64 738 179 917 0 918 

（注） １．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設

備・環境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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